
 

 

 

 

 

四者による学校評価アンケート 

                                                                      副校長   
今月中に四者による学校評価アンケートを実施します。学校評価の目的には、以下の３点があります。 

（１）学校運営の組織的・継続的な改善 

学校が、自らの教育活動及びその他の学校運営について、目指すべき目標を設定し、その達成状況や

達成に向けた取組の適切さについて評価することにより、学校として組織的・継続的な改善を図ります。 

（２）児童・生徒、保護者・地域住民等の参画による学校づくり 

学校が、自己評価及び学校評議員など学校関係者による評価の実施とその結果の公表・説明により、

適切に説明責任を果たすとともに、児童・生徒、保護者、地域住民などから理解と参画を得て、学校・家

庭・地域の連携協力による学校づくりを進めます。 

（３）教育水準の質の向上 

学校評価の結果を踏まえて、学校自らが学校運営の改善を図るとともに、学校評価の結果に応じて目

黒区教育委員会が、学校に対する支援や条件整備などの改善措置を講じることにより、一定水準の教育

の質を保証し、その向上を図ります。 

今回実施する「四者による学校評価アンケート」は、学校の自己評価を行う上で、目標等の設定・達成

状況や取組の適切さ等について評価するための評価資料として活用します。学校では今回の学校評価

の他にも、夏季休業前にも学校評価を行い、例えば、雨の日の体育館使用、給食の時間の会食のあり方、

Home&Schoolによるアンケート機能の活用など、後期から改善しているものもあります。 

このように、「四者による学校評価アンケート」による結果は、学校が自己評価する上で欠かすことので

きない貴重な意見です。また、昨年度の結果についても本校ホームページに掲載しております。数値の上

下だけではなく、その変化にどのような意味があるのか、そこからどのような改善策が考えられるのか、学

校全体で吟味し、議論を重ねていく大切な機会です。より充実をしていくためにも、可能な限り多くの皆様

の回答を必要としています。そこで、今年度もネットワークを通じて回答していただきます。回答する際にイ

メージができやすくなるよう、設問によっては注釈も入れております。詳しくは、別途お知らせをお届けしま

すので、ご覧ください。ご多用のところとは存じますが、ご協力のほどをよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月中に四者による学校評価アンケートを実施します。学校評価の目的には、以下の３点があります。 

  

 

 

月光原から輝き放つ子どもを育てる 

令和７年 10月３１日 

目黒区立月光原小学校 

校長  岩前   真 
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<１１月の生活目標目標＞                     生活指導主任  

生活目標    「言葉遣いに気を付けて生活しよう」  
 
今月の生活目標は、時と場と礼の「礼」についてです。言葉遣いに気を付けて生活するということはどのような

ことかを考えながら生活していく期間になります。言葉遣いというものは、相手を尊重する気持ちが表れます。相手

の気持ちを考えた思いやりのある言葉遣いや、「です」「ます」をつけての丁寧な言葉遣いが自然にできるように

なってほしいです。 

１０月１３日には碑文谷警察の方に来ていただき、個人登校に向けての第一回の講話をいただきました。道路

標示の意味など、普段意識していないことを改めて考えることのできる時間になりました。次回は１１月１４日（金）

になります。１１月２６日（水）から１２月５日（金）までは、例年にはなかった実施期間の個人登校があります。警察

の方からの講話を生かして登校できるように指導しています。特に、下校の様子を見ていると白線の内側を通らず

に走って広がりながら帰る姿が気になっています。安全に登下校できる子どもの育成を目指しています。 

◆目黒区教育委員会児童生徒表彰について◆ 

児童生徒表彰については、制度変更を予定しているため、11 月中旬に、教育委員会事務局から保護者連

絡システム等でご案内する予定です。 

10 月の授業改善の取組：４年生が社会「届けよう、命の水」の学習で玉川上水を取り上げた研究授業を行いました。
今回の授業では、玉川兄弟の働きについて学習問題を作り、予想し、それを基に学習計画を立てて、問題解決の見通し
をもつこと。そして、その見通しから主体的に学習問題を追究・解決することに重点を置いて、単元を構成してきました。
教室や廊下６カ所に資料を掲示して、子どもたちはそれぞれの学習計画に合った資料を選択し、その場に移動して考え
をまとめ、問題解決を図りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 集会・清掃 行 事 予 定 

 1 土                             ★ 

２                                                     日   

 3 月   文化の日                  ★ 

 4 火   清掃 避難訓練  SC ALT 

 5 水 10分休憩 委員会 ALT 健トレ 

 6 木   集会 歯科健診（全）安全指導  SC    

 7 金  清掃 アウトリーチプログラム(４年) ALT 

 8 土                            ★ 

 9 日                           

10 月   
校内研究授業のため午前授業 
下校 13：10 (1－２のみ１４：１5)  

11 火 清掃 社会科見学(５年) SC ICT ALT 

12 水  特別時程 ALT 

13 木  
特別時程 就学時健康診断 SC 
健トレ 下校 1２：４５ 

14 金 
交通安全
指導日 

狂言教室(6年）  ALT 
午前授業  下校 13：10 

15 土                            ★ 

16 日   

17 月   
午前授業 個人面談（希望制） 
下校 13：10 

18 火   
午前授業 個人面談（希望制） 
SC 健トレ ALT  下校 13：10 

19 水  
午前授業 個人面談（希望制） 
ALT  下校 13：10 

20 木  
午前授業 個人面談（希望制） 
下校 13：10 

21 金  
午前授業 個人面談（希望制） 
ALT  下校 13：10 

22 土                             ★  

23 日   勤労感謝の日            

24 月   振替休日                  ★ 

25 火 清掃 月光原タイム  SC  ICT  ALT 

26 水 10分休憩 
個人登校週間（12/5 まで） 
クラブ ALT 

27 木 歌声 SC 

28 金 清掃 公開授業（5-2）  ALT 

29 土                            ★ 

30 日   

ＳＣ…スクールカウンセラー来校 

健トレ…健康トレーナー来校  ＩＣＴ…ＩＣＴ支援員来校  

ALT…外国語指導講師来校   

★…学校ひろば（９時～１２時・区の校庭開放）  

     

 

 

 

１１月の行事予定  
【３年生の様子】  

３年担任  

 ３年生は、９月に遠足や工場見学、１０月に消防署見

学などの校外学習を通して公共施設のルールやマナ

ーについて考え、実践してきました。 

 遠足では、電車に乗るときに「リュックを前にするこ

と」や「話さずに静かに過ごすこと」が徹底され、とて

もよく頑張っていたことに成長を感じました。 

 一方で、一部の児童が休み時間や下校の際に階段

を素早く駆け下り、下学年に迷惑をかけたり放課後

に公園でのマナーが守れていなかったりする場面も

ありました。規範意識を高められるように学校でも指

導していきたいと思います。 

【スポーツタイム】                  

体育部   

１０月１６日（木）から昼の時間のスポーツタイムが

始まりました。３月までの期間で、短なわ・長なわ・コ

オーディネーションの３種目に取り組みます。今年度

から給食後の活動になることを考慮し、持久走を「コ

オーディネーショントレーニング」に変更します。コオー

ディネーショントレーニングとは、「五感を使って状況

を把握し、脳で判断して体各部の動きをスムーズに

調整する能力（運動神経）を鍛えるトレーニング」で

す。継続的に取り組むことで体力の向上を図り、運動

の習慣が身に付くようになってほしいと思います。 

【セーフティ教室】 

生活指導部  

10月 9日（木）の 3時間目に低学年が、4時間

目に高学年が SNSの正しい使い方について、東京

都ファミリーｅルール事務局の方から話を聞きました。 

  高学年は、スマートフォンやタブレット型情報端末

を利用していないと落ち着かない状態にならないよう

に自分自身で適切な利用時間をコントロールする力

の大切さや、簡単に思っていることを発信できる分、

相手を傷つけるような発信をしていないかよく考える

必要があることなどを教わりました。 

  ＳＮＳを利用できる機会が増えています。便利で誰

とでもコミュニケーションを取ることができる良さがあ

る反面、自分や周りの人が傷つくことも起こりえます。      

正しく使うことをご家庭でも今一度、お子様と話し合

ってみてください。 


